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00
　２０２０年に第１回目の政策提言を行い、「にぎわい中心地域」と「仕事

と子育ての両立」の２つの軸となる課題を提案し、鯖江市と共創パートナー

を目指し活動してまいりました。

　２年目となる本年の政策提言では、昨年のテーマの題材をもとに新たに委

員会を発足しディスカッションを重ねてまりました。

　本年では鯖江ＹＥＧ内でのディスカッションを経て「仕事と子育ての両立」

というテーマにスポットを当て、青年経済人として鯖江がより働きやすく、

住み心地の良い街になること。そして子育て世代がストレスなく子育てがで

きる街を目指してテーマについてのアイデアや意見を交わしてきました。今

回はそのアイデアや意見をまとめたものを政策提言として次第に沿ってご説

明させていただきます。

　



「 課 題 」

【今の鯖江の育児と家事の状況】

　今鯖江市に暮らす子育て世代の家族

は、核家族が人口の 56％と半分を占め、

母親が、親の育児の手助けを受けづら

い状況にあり、育児や家事の負担が増

加する傾向にあります。また、一人親

世帯も増加傾向にあり、平成 27 年の

調査では世帯数 4.6％と平成 17 年の調

査に比べ倍の一人親世帯が子育てと仕

事を両立している現状があります。
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【今の鯖江の育児と家事の状況】

　福井県は夫婦共に働いている共働

き世帯の割合が全国一高く 62.5％と

半分以上を占めています。また、休

日を取りづらいと言われている経営

者の人口当たりの割合も全国一高く、

夫婦が家事や育児にかけることので

きる時間は少ない状況にあります。

　このような状況の中、土日祝日に

親と一緒に子供たちがのびのびと過

ごせる状況や環境は、市民から求め

られる声であり整備していく必要が

あると考えます。

「 課 題 」
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「 目 的 」

【市民の声】

　課題で上がった点を緩和させる対策として、実際に市民

からは下記のような調査結果が出ています。

・遊び場づくり（親同士が集える場所の整備）　12.7％

・子育てしやすい居住空間　8.8％

(公園や道路の整備、公共施設のバリアフリーや授乳施設整備)

・保育サービスの充実　8.3％

・親同士が繋がれるきっかけづくり　3.2％

　　　上記を見ても子供たちが楽しくのびのび過ごせる場所や母親が育児の負担から軽減される場所の整備は多く意見が寄せられています。
また、北陸地方にある福井県は雨期が多く年間 178 日雨が降ります。晴れた日には西山公園があるが、雨が降った日に子供たちが遊べる場所が
市内にはなく市外や県外へ市民が流出しているのが現状です。
　そこで、子どもたちが天気に左右されず快適に過ごせ、また母親はストレスなく子供たちを遊ばせられることは鯖江市に必要なことだと考えます。
ストレスなく育児や家事のできる環境があれば、鯖江市民が快適に過ごすだけではなく、県内外からの交流人口の増加や過ごしやすさから定住
につながり人口減少対策にも大きな影響を与えます。

02
経済的支援

25.7%

時間のゆとり

25.4%

子育てし
やすい環境
8.8%

遊び場づくり
12.7%

保育サービスの充実
8.3%

親同士のつながり
3.2%

地域との関わり
4%

医療の充実
5.2%

小中学校教育
3.3%

親の子育て意識
2.5% その他

0.9%

子育てや情報交換の

重要ポイント

鯖江市アンケート調査データ参照



「 企 画 」

【子どもたちが遊べる屋内アクティビティスペース】

　課題や目的を踏まえ、鯖江市民には子供

たちが楽しく快適に遊べて、さらに母親同

士の交流や育児への負担軽減のコンテンツ

を盛り込んだ屋内の施設を作ることで鯖江

市がより快適に育児や家事のできる街にな

ると考えます。この施設の需要は、アンケー

トの調査（右図）においても多く声が寄せ

られており、市内で求めている子育て世代

が多くいることが分かりました。
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「 施 設 を つ く る た め に 」

【ガバメントクラウドファンディングを活用した資金調達】

　施設をつくるためにはコストが必要になり、そのために予算を組み立てるための議論や協

議が重ねられるかと思います。そのコストをガバメントクラウドファンディング ( 以下、Ｇ

ＣＦと表記 ) で調達することで民間からの支援で施設を作る計画を推進します。

　施設を利用する世帯からの支援だけでなく、利用者世代の従業員を雇用する地元企業や県外の利用者などからの支援を

視野に返礼品や取り組みに力を注ぐことで関わるメリットを創出します。またＧＣＦを活用することで、施設を利用した

い人の需要の調査や施設の県内外への広報が可能になります。
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「 G C F に 支 援 し た 人 た ち の メ リ ッ ト を つ く る 」

【鯖江を生かした施設の作り方】

　福井の地場産業の眼鏡、漆器、刃物、和

紙、繊維、陶芸などの職人の体験を子供向

けに転換した職業の体験ができる施設を作

り、鯖江版キッザニアとして運営。

　福井で暮らす子供たちや県外の子供たち

など、これからの未来を担う世代に地場産

業に触れるきっかけを作りつつ、純粋にア

クティビティを楽しめる要素として子供た

ちが夢中になる体験を準備する。その体験

に大人も夢中になったらベストです。

施設を利用する人や企業が支援したくなるコンテンツや返礼品を企画します。

①「鯖江版　キッザニア」の提案
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「 G C F に 支 援 し た 人 た ち の メ リ ッ ト を つ く る 」

地場の技術を活用した地元ならではの返礼品を企画・開発したり、地元企業のアイテムを返礼品に採用したりと産業の街らしい返

礼品を支援者に提供する。

●地場の繊維技術を使った、通学や
マタニティーバッグとしても使えるカバン

●親子漆器

●親子陶器

●親子「おそろコーデ」鯖江眼鏡

施設を利用する人や企業が支援したくなるコンテンツや返礼品を企画します。

②「鯖江らしい返礼品」の提案
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【鯖江を生かした施設の作り方】



「 取 り 組 み の 効 果 」

【鯖江市民のより豊かな暮らしへ】

　既に市外のエリアにはこのような施設はあります。ですが、鯖江市内の身近な場所にあるだけ

でわずかでも移動時間を短縮でき、家事の効率を上げることができたり、幼稚園・保育園の帰り

に少し子供たちを遊ばせる時間につながると考えます。

　また、施設を作るのであれば地場産業を生かしたアクティビティーを作ることで子供のころか

ら職人としての体験をし、地場産業を肌で感じるきっかけを作れるとともに、子供への分かりや

すい説明が付き添いで来ている親世代へ共有され、鯖江の地場産業が知られるきっかけを作るこ

とができると考えます。これは、ターゲットを県内に絞らず、県外へも周知すれば鯖江の魅力を

更に知ってもらえるチャンスにもなります。
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　今鯖江市に暮らす子育て世代の家族

は、核家族が人口の 56％と半分を占め、

母親が、親の育児の手助けを受けづら

い状況にあり、育児や家事の負担が増

加する傾向にあります。また、一人親

世帯も増加傾向にあり、平成 27 年の

調査では世帯数 4.6％と平成 17 年の調

査に比べ倍の一人親世帯が子育てと仕

事を両立している現状があります。
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